
2024 年テーマ『勝利の教会！』                                                                            2024.7.14. 

「人に従うより神に従うべきです。」 使徒 5 章 27～39 節   

 

兵
庫
県
知
事
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
鹿
児
島
県
警
の
疑
惑
、
政
治
家
の
汚
職
、
い
つ
の
時

代
に
も
不
正
は
あ
り
ま
す
。
権
力
を
握
る
と
、
そ
の
権
力
を
強
引
に
行
使
し
た
く
な

る
の
が
人
間
の
罪
性
で
し
ょ
う
。
自
分
の
権
益
が
損
な
わ
れ
そ
う
な
場
合
に
は
、
強

引
に
権
力
を
用
い
て
利
益
を
守
ろ
う
と
し
ま
す
。 

 

「
マ
ウ
ン
ト
取
り
」
と
は
、
「
相
手
よ
り
も
優
位
な
立
場
に
立
と
う
と
す
る
こ
と
」

と
ネ
ッ
ト
に
あ
り
ま
し
た
。
「
マ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
」
と
は
、
そ
も
そ
も
動
物
が
他
の
動

物
の
上
に
乗
っ
て
、
上
下
関
係
を
示
す
行
動
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
同
じ
動
物
同

士
、
集
団
行
動
を
と
る
サ
ル
な
ど
の
動
物
は
、
喧
嘩
や
縄
張
り
争
い
を
し
て
勝
ち
負

け
を
競
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ボ
ス
と
そ
の
下
に
つ
く
も
の
と
い
う
上
下
関
係
が
生

ま
れ
、
各
々
の
役
割
が
決
ま
る
の
で
す
。
マ
ウ
ン
ト
を
取
り
た
が
る
人
は
、
①
自
分

に
自
信
が
な
い
、
②
承
認
欲
求
が
強
い
、
③
自
己
中
心
な
性
格
、
だ
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
多
く
の
人
は
、
理
性
と
社
会
性
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
自
制

し
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
が
認
知
症
に
な
る
割

合
は
５
人
に
１
人
だ
そ
う
で
す
。
記
憶
力
、
判
断
力
、
理
解
力
、
仕
事
力
、
健
康
な

ど
が
衰
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
尊
心
が
傷
つ
き
、
劣
等
感
も
感
じ
て
、
認
知
症
特

有
の
性
格
に
陥
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
暴
言
や
暴
力
、
う
つ
、
不
安
、
意
欲
低

下
、
自
発
性
低
下
、
情
緒
不
安
定
、
無
関
心
な
ど
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

思
う
通
り
に
な
ら
な
い
時
に
、
そ
れ
を
受
け
容
れ
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

高
齢
者
が
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
私
た
ち
も
そ
れ
を
許
容
し
寛
容
で
あ
り
た

い
と
願
う
も
の
で
す
。
「
若
い
人
た
ち
よ
、
長
老
た
ち
に
従
い
な
さ
い
。
み
な
互
い
に

謙
遜
を
身
に
着
け
な
さ
い
。
『
神
は
高
ぶ
る
者
に
は
敵
対
し
、
へ
り
く
だ
っ
た
者
に
は

恵
み
を
与
え
ら
れ
る
』
の
で
す
。」
（
Ⅰ
ペ
テ
ロ
５
・5

） 

 

ま
た
、
高
齢
者
も
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
ご
自
分
の
「
思
い
煩
い
を
、
い
っ
さ
い

神
に
ゆ
だ
ね
な
さ
い
。
神
が
あ
な
た
が
た
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
だ
さ
る
か
ら
で

す
。」
（
同7

）
と
い
う
み
こ
と
ば
に
委
ね
ま
し
ょ
う
。 

生
き
て
い
る
な
ら
ば
、
信
仰
者
で
な
く
て
も
、
干
渉
や
押
し
つ
け
、
暴
力
、
干

渉
、
権
力
の
横
暴
は
あ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
し
た
ら
良
い

の
で
し
ょ
う
。
イ
エ
ス
様
が
「
仕
え
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
仕
え
る
た
め
に
」
（
マ
タ

イ
２
０
・28

）
来
ら
れ
た
こ
と
は
異
な
り
、
「
偉
い
人
た
ち
は
人
々
の
上
に
権
力
を
ふ

る
っ
て
い
ま
す
。
」
（
同

25

）
、
し
か
し
、
「
あ
な
た
が
た
の
間
で
は
、
そ
う
で
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
た
の
間
で
偉
く
な
り
た
い
と
思
う
者
は
、
皆
に
仕
え
る

者
に
な
り
な
さ
い
。」（
同26

）。 

 
 

            

使
徒
た
ち
は
、
多
く
の
し
る
し
と
不
思
議
を
行
い
、
「
エ
ル
サ
レ
ム
付
近
の
町
々
か

ら
大
勢
の
人
が
、
病
人
や
、
汚
れ
た
霊
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
人
々
を
連
れ
て
集
ま

っ
て
来
た
。
そ
の
人
々
は
み
な
癒
さ
れ
た
。
」
（
使
徒
５
・
・16

）
と
い
う
状
況
を
見

て
、
権
力
者
た
ち
は
「
妬
み
に
燃
え
て
立
ち
上
が
り
、
使
徒
た
ち
に
手
を
掛
け
て
捕

ら
え
、
彼
ら
を
公
の
留
置
場
に
入
れ
た
。
」
（17

.18

）
。
「
と
こ
ろ
が
、
夜
、
主
の
使
い

が
牢
の
戸
を
開
け
、
彼
ら
を
連
れ
出
し
、
『
行
っ
て
宮
の
中
に
立
ち
、
人
々
に
こ
の
い

の
ち
の
こ
と
ば
を
全
て
語
り
な
さ
い
。』
と
言
っ
た
。」
（19.20

） 

使
徒
た
ち
が
天
使
に
よ
っ
て
牢
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
も
、
大
祭
司
た

ち
は
、
権
威
を
傘
に
、
使
徒
た
ち
を
責
め
ま
す
。
イ
エ
ス
様
の
十
字
架
の
死
が
自
分

た
ち
の
策
力
に
よ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
あ
の
人
の
血
の
責
任
を
我
々
に
負
わ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。」
（28

）
と
言
い
逃
れ
る
の
で
す
。 

① 

私
た
ち
の
父
祖
の
神
は
、
あ
な
た
が
た
が
木
に
か
け
て
殺
し
た
イ
エ
ス
を
、
よ

み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。 

② 

神
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
悔
い
改
め
さ
せ
、
罪
の
赦
し
を
与
え
る
た
め
に
、
こ
の

イ
エ
ス
を
導
き
手
、
ま
た
救
い
主
と
し
て
、
ご
自
分
の
右
に
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

③ 

私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
こ
と
の
証
人
で
す
。
神
が
ご
自
分
に
従
う
者
た
ち
に
お
与

え
に
な
っ
た
聖
霊
も
証
人
で
す
。 

無
学
な
ペ
テ
ロ
た
ち
が
堂
々
と
、
最
高
法
院
に
反
論
し
ま
し
た
。 

多
く
の
人
が
、
問
題
や
難
関
に
出
会
っ
た
時
に
、
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
、
対
面

し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
私
自
身
は
、
そ
の
理
由
と
原
因
を
深
く
追
求
し
祈
り
ま
す
。 

２
月
か
ら
兄
夫
婦
の
介
護
に
つ
い
て
取
り
組
み
、
具
体
的
な
対
応
を
１
４
頁
１
万

３
千
字
で
ま
と
め
ま
し
た
。
教
会
で
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
次
々
に
起
こ
る
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
本
人
た
ち
の
老
後
対
策
が
不
十
分
で
し
た
。
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
自

己
責
任
と
し
て
放
置
は
で
き
ま
せ
ん
。
民
法
に
は
夫
婦
間
、
及
び
直
系
血
族
及
び
兄

弟
姉
妹
は
介
護
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
は
放
棄
で
き
ま
せ
ん
。
多
く
の
場
合
、
放
棄
で

き
な
い
の
で
、
い
や
い
や
介
護
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

祈
り
な
が
ら
、
「
人
に
従
う
よ
り
（
論
理
的
、
状
況
的
判
断
よ
り
も
）
、
神
に
従
う

べ
き
で
す
。
」
（2

9

）
と
覚
悟
を
決
め
ま
し
た
。
私
自
身
も
歳
を
取
っ
て
き
て
お
り
、

仕
事
も
忙
し
い
毎
日
で
、
会
堂
建
築
に
も
資
金
が
必
要
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、

な
る
べ
く
負
担
を
避
け
よ
う
と
し
た
り
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
ら
、
神
の
前
に
申
し
訳

が
立
た
な
い
と
覚
悟
し
ま
し
た
。 

困
難
や
難
関
が
、
私
た
ち
を
試
す
た
め
に
「
神
か
ら
出
た
も
の
な
ら
」
判
断
を
誤

る
と
「
神
に
敵
対
す
る
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
」
（3

9

）
。
「
神
は
不
公
平
な
方
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
あ
な
た
が
た
の
働
き
や
愛
を
忘
れ
た
り
な
さ
い
ま
せ
ん
。
あ

な
た
が
た
は
、
こ
れ
ま
で
聖
徒
た
ち
に
仕
え
、
今
も
仕
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の

 

               



使徒 5:27 彼らが使徒たちを連れて来て最高法院の中に

立たせると、大祭司は使徒たちを尋問した。 

5:28 「あの名によって教えてはならないと厳しく命じ

ておいたではないか。それなのに、何ということだ。お

まえたちはエルサレム中に自分たちの教えを広めてしま

った。そして、あの人の血の責任をわれわれに負わせよ

うとしている。」 

5:29 しかし、ペテロと使徒たちは答えた。「人に従うよ

り、神に従うべきです。 

5:30 私たちの父祖の神は、あなたがたが木にかけて殺

したイエスを、よみがえらせました。 

5:31 神は、イスラエルを悔い改めさせ、罪の赦しを与

えるために、このイエスを導き手、また救い主として、

ご自分の右に上げられました。 

5:32 私たちはこれらのことの証人です。神がご自分に

従う者たちにお与えになった聖霊も証人です。」 

5:33 これを聞いて、彼らは怒り狂い、使徒たちを殺そ

うと考えた。 

5:34 ところが、民全体に尊敬されている律法の教師

で、ガマリエルというパリサイ人が議場に立ち、使徒た

ちをしばらく外に出すように命じ、 

5:38 そこで今、私はあなたがたに申し上げたい。この

者たちから手を引き、放っておきなさい。もしその計画

や行動が人間から出たものなら、自滅するでしょう。 

5:39 しかし、もしそれが神から出たものなら、彼らを

滅ぼすことはできないでしょう。もしかすると、あなた

がたは神に敵対する者になってしまいます。」 

 
 
 
 
 
 
 
 

Act5:27 And when they had brought them, 
they set them before the council. And the high 
priest asked them, 
 5:28 saying, "Did we not strictly command 
you not to teach in this name? And look, you 
have filled Jerusalem with your doctrine, and 
intend to bring this Man's blood on us!" 
 5:29 But Peter and the other apostles 
answered and said: "We ought to obey God 
rather than men. 
 5:30 "The God of our fathers raised up Jesus 
whom you murdered by hanging on a tree. 
 5:31 "Him God has exalted to His right hand 
to be Prince and Savior, to give repentance to 
Israel and forgiveness of sins. 
 5:32 "And we are His witnesses to these 
things, and so also is the Holy Spirit whom 
God has given to those who obey Him." 
 5:33 When they heard this, they were furious 
and plotted to kill them. 
 5:34 Then one in the council stood up, a 
Pharisee named Gamaliel, a teacher of the 
law held in respect by all the people, and 
commanded them to put the apostles outside 
for a little while. 
5:38 "And now I say to you, keep away from 
these men and let them alone; for if this plan 
or this work is of men, it will come to nothing; 
 5:39 "but if it is of God, you cannot overthrow 
it-lest you even be found to fight against God." 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



